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　Clostridioides difficile 感染症（CDI）は，代表的な医療関連

腸管感染症として知られており，臨床検査技師にとっても大変

身近な感染症の 1 つです．近年は，微生物名の変更，わが国に

おける微生物および臨床疫学情報の蓄積，核酸増幅検査（NAAT）

の実施を前提とした診断方法，新たな治療選択肢の登場など，

さまざまな面で新たな知見が得られています．

　今回の特集は，近年の CDI に関する話題のポイントを理解

し，日常業務の見直しとレベルアップにつなげることを目的に

しています．

　前半部分は，微生物学的特徴と病態，サーベイランスと臨床

疫学，診断検査に関してアップデートが必要な重要知識をバラ

ンスよく整理できる内容です．後半部分は，糞便微生物移植を

含む治療選択肢と感染対策について，経験豊富な先生方からご

解説いただいています．本特集を通して，CDI に関する知識

の整理と新たな知見のアップデートを行い，日常診療における

対応の見直しと改善につながる一助となるよう願っております．

関谷紀貴
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1今月の特集

Clostridioides difficile 感染症 
─近年の話題

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
0 

2026/09/17 18:47:30


